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　３月３日（火）に松井田第一・第二保育園の園児
たちが五料茶屋本陣で開催されている雛人形展を
見学しました。

五料茶屋本陣のひな祭り
Ｐ２　　　日帰り人間ドック受診希望者募集
Ｐ３　　　地震への備えは大丈夫ですか
Ｐ４～７　地区別懇談会を開催しました

37第 号

人　口  　63,633 人 　 （－58）
　男　  　31,116 人  　（－46）
　女　  　32,517 人 　 （－12）
世帯数　  23,564 世帯  （－13）

住民基本台帳人口（２月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

市長対話の日
4 月 25 日（土）　本庁　市民ロビー
受付時間：午前 10 時～正午
5月 23 日（土）　支所　第２会議室
受付時間：午前 10 時～正午

平成 21年平成 21 年平成 21 年平成 21 年平成 21 年



２広報あんなか　２００９年４月号

国民健康保険・長寿医療制度加入者の皆さんへ

日帰り人間ドック募集のおしらせ
年に１度の健康チェックを !!　受付期間は４月17日～ 30日

　

市
で
は
、
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
お
よ
び
市
内
に
住
所
を
有
す
る

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
加
入
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
日
帰
り
人
間
ド
ッ

ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
れ
ば
、
特
定
健
康
診
査
（
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
）

を
受
診
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
75
歳
未
満
の
人
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
に
該
当
す
る
と
診
断
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
、
特
定
保
健
指
導
利
用
券
と
利

用
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
人

は
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

①
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク…

昭
和
49
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
人
（
１
世
帯
２
人
ま
で
）

②
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク…

市
内
に
住
所
を
有
す

る
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

加
入
者
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完

納
し
て
い
る
世
帯
の
人
（
１
世
帯
２
人
ま
で
）

※

①
・
②
と
も
に
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
で

該
当
し
て
い
る
人
が
対
象

自
己
負
担
金
▼
９
，
６
０
０
円

※

医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
眼
底
検
査
を

実
施
し
ま
す
が
、
自
己
負
担
費
用
は
同
じ
で
す

定
員
（
先
着
順
）▼

①
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク…

５
３
０
人

②
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク…

１
５
０
人

受
付
期
間
・
場
所
▼

○
４
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

安
中
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
・
支
所
住
民
税
務
課

○
４
月
20
日
（
月
）
〜
30
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

本
庁
国
保
年
金
課
・
支
所
住
民
税
務
課

※

平
成
20
年
度
よ
り
も
２
カ
月
早
ま
り
ま
す

問合せ ▼本庁国保年金課国保係・支所住民税務課国保年金係（☎382－1111）

平成 21年度安中市人間ドック実施協力医療機関

医療機関名
ア ミ ヤ 医 院
有 坂 内 科 医 院
上 杉 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
正 田 病 院
城 田 医 院
須 藤 病 院

住　　　所
原市 1431-3
安中 1-29-1
板鼻 1-2-43
原市 1-9-10
郷原 130-5
安中 1-16-32
磯部 1-19-4
安中 3532-5

電話番号
385－1511
381－0485
381－0448
385－8221
385－8551
382－1123
385－7858
382－3131

医療機関名
高 橋 医 院
田 口 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院

住　　　所
板鼻 599-1
松井田町松井田 372
松井田町松井田 556
安中 2-9-15
鷺宮 205-1
松井田町新堀 1300-1
原市 3875

電話番号
382－2210
393－1731
393－1324
381－0229
382－1255
393－1301
384－1126

（50 音順）

受
付
時
に
持
参
す
る
も
の
▼

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
・
高
齢
者
人
間

ド
ッ
ク
と
も
に
、
ご
自
身
の
保
険
証
・
印
鑑

受
診
期
間
▼

６
月
１
日
（
月
）
〜
11
月
30
日
（
月
）
ま
で

※

40
歳
未
満
の
人
・
75
歳
以
上
の
人
は
12
月
ま

で
検
診
機
関
▼
下
表
の
と
お
り

注
意
事
項
▼

　

検
診
費
助
成
が
決
定
し
た
人
で
も
、
検
診
日

当
日
ま
で
に
、
安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
資
格

を
喪
失
し
た
場
合
、
ま
た
は
長
寿
医
療
制
度
加

入
者
で
市
外
に
転
出
し
た
場
合
は
、
受
診
で
き

ま
せ
ん
。

　

安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
ま
た

は
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と
の
重
複
受
診
は
で

き
ま
せ
ん
。
万
一
、
重
複
受
診
し
た
場
合
に
は
、

特
定
健
康
診
査
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

の
費
用
を
全
額
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

市
HP
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
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地震
への備えは
大丈夫ですか地震地震地震

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料
で
行
い
ま
す

市
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
震
災
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
20
年
に
安
中
市
耐
震
改

修
促
進
計
画
を
定
め
、
木
造
住
宅
を
対
象
と
し
て
、
無
料

で
耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
い
診
断
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
住
宅
▼
次
の
条
件
を
全
て
満
た
し
た
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
併
用

住
宅
（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
の
住
宅
）

②
平
屋
建
て
ま
た
は
２
階
建
て

③
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
し
た
住
宅

申
込
み
で
き
る
人
▼

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

募
集
戸
数
▼
50
戸
（
受
付
順
に
選
考
）

診
断
費
用
▼
無
料

※

診
断
者
の
交
通
費
は
自
己
負
担
（
一
律
１
，
０
０
０
円
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
11
月
30
日
ま
で
に
本
庁
建
築
住
宅
課
建
築
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

　

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
近
年
で
は
平
成
16
年
の
新
潟
県

中
越
地
震
、
平
成
19
年
に
は
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
昨
年
に
は
岩
手
・

宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
、
大
地
震
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
直
下
型
地
震
、
東
海
地
震
、
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど

こ
れ
か
ら
発
生
が
予
想
さ
れ
る
大
地
震
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
平
成
20
年
に
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
市
内
に
は

住
宅
が
約
２
１
，
５
０
０
戸
あ
り
、
そ
の
中
の
約
53
％
が
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
平
成
27
年
度
ま
で
に

住
宅
の
耐
震
化
率
を
現
在
の
約
53
％
か
ら
75
％
に
、
特
定
建
築
物
（
多

く
の
人
が
利
用
す
る
建
物
）
は
現
在
の
約
55
％
か
ら
90
％
に
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
定
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

新潟県中越沖地震で倒壊した木造住宅新潟県中越沖地震で倒壊した木造住宅新潟県中越沖地震で倒壊した木造住宅

安
中
市
耐
震
改
修
促
進
計
画



５
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

４
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
８
年
４
月
号

地
区
別
懇
談
会
を
　
　

　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　 １ 月 30 日 か ら ２ 月 20 日 に か け て 市 内 14 地 区 で 開 催 し た 地 区

別 懇 談 会 に は 、 厳 冬 の 夜 間 と い う 日 程 に も か か わ ら ず 、 合 計

で ２ ４ １ 人 も の 皆 さ ん に 参 加 し て い た だ き 、 ま こ と に あ り が

と う ご ざ い ま し た 。

　 全 体 を 通 し て い た だ い た 主 な 意 見 と そ の 回 答 に つ い て 紹 介

し ま す 。

　 ま た 、 平 成 21 年 度 も 地 区 別 懇 談 会 を 開 催 す る 予 定 で す 。 詳

細 が 決 ま り ま し た ら 、 広 報 や お し ら せ 版 で お 伝 え し ま す 。

市 民 ： 碓 氷 病 院 が 診 療 科 目 が 減 っ た り 、 医 師 が す ぐ に 代 わ っ

た り 、 多 く の 人 が 不 安 を 感 じ て い る と 思 う 。 全 国 で は 公 立 病

院 を 閉 鎖 す る と い っ た 話 も あ る し 、 な く な っ て し ま う と い う

こ と は あ る の で す か 。 公 立 病 院 は あ る 程 度 充 実 し て い な い と

将 来 的 に 非 常 に 問 題 に な る と 思 い ま す 。

市 ： 現 在 は 碓 氷 病 院 に 限 ら ず 公 立 病 院 は ど こ も 医 師 不 足 。 群

大 病 院 で さ え 医 師 不 足 の 状 況 で す が 、 手 術 な ど の 際 に は 群 大

病 院 や 市 内 医 療 機 関 と の 協 力 体 制 が 取 れ る よ う に な っ て い ま

す 。 香 川 県 に 坂 出 市 立 病 院 と い う 病 院 が あ り ま す 。 坂 出 市 の

人 口 は 本 市 よ り も 少 な く 、 病 院 の 建 物 自 体 も 碓 氷 病 院 よ り 古

い で す が 、 病 院 改 革 に よ り 、 経 営 が 好 転 し ま し た 。 病 院 に と っ

て 重 要 な こ と は 患 者 さ ん に 明 る く 、 安 ら ぎ と 安 心 を 与 え る こ

と が で き る か ど う か 。 医 療 技 術 は 碓 氷 病 院 も 他 の 病 院 も 大 差

あ り ま せ ん 。 現 在 碓 氷 病 院 の 集 中 改 革 プ ラ ン を 策 定 中 な の で 、

そ れ を 基 に 徹 底 し た 改 善 を 行 い 、 患 者 さ ん に 安 ら ぎ と 安 心 感

を 与 え ら れ る よ う な 病 院 に し た い 。

碓 氷 病 院 の 今 後 に つ い て

市 民 ： ２ ０ １ １ 年 ７ 月 に テ レ ビ が ア ナ ロ グ 波 か ら 地 上 デ ジ タ

ル 波 放 送 に 移 行 す る が 、 電 波 を 受 信 で き る か 不 安 が あ る 。 受

信 で き な い 場 合 の 市 の 支 援 は ど の よ う に な っ て い ま す か 。

市 ： 市 で は 、 デ ジ タ ル 電 波 の 受 信 が 困 難 な 地 域 が 発 生 す る こ

と が 予 想 さ れ て い た た め 、 平 成 20 年 に 他 市 町 村 に 先 駆 け て 、

独 自 に 調 査 を 行 っ て き ま し た 。 そ の 結 果 、 電 波 の 受 信 が 困 難

な 地 域 が 多 い こ と が 判 明 し 、 市 と し て も 早 急 な 対 策 を と り た

い と 考 え 、 国 な ど に も 積 極 的 に 対 策 を 働 き か け て き ま し た 。

国 は 全 国 的 に 対 策 を 検 討 中 で 、 ８ 月 に は 対 策 方 針 を 示 す よ う

で す が 、 本 市 の 場 合 に は す で に 行 っ た 調 査 結 果 を ふ ま え て 、

６ 月 頃 に は 対 策 案 を 示 し て く れ る よ う で す 。 市 と し て は そ の

国 か ら の 提 案 を 基 に 共 聴 施 設 の 設 置 や ギ ャ ッ プ フ ィ ラ ー な ど

の 対 策 を と り た い と 考 え て い る の で 、 も う 少 し 時 間 を い た だ

き た い と 思 い ま す 。 な お 、 国 は 期 限 ま で に ど う し て も 対 策 が

間 に 合 わ な い 場 合 は 、 暫 定 的 な 措 置 と し て 衛 星 を 使 用 し て の

放 送 を 検 討 し て い る よ う で す が 、 雨 雲 な ど に よ り 受 信 障 害 が

発 生 す る な ど 問 題 が 多 い よ う で す 。

テ レ ビ の 地 上 デ ジ タ ル 放 送 へ の 移 行 に つ い て

市 民 ： 生 徒 数 が 少 な い な ど の 理 由 で 、 特 に 部 活 な ど の 学 校 環

境 が 悪 化 し て い る 。 も う 少 し 充 実 し た 環 境 に で き な い か 。 統

廃 合 も 含 め て 検 討 し て ほ し い 。

市 ： 市 全 体 で 毎 年 平 均 １ ５ ０ 人 く ら い 子 ど も が 減 少 し て い る 。

児 童 ・ 生 徒 の 人 数 が 少 な い と い う の は い い 面 も あ る が 、 現 状

で は 悪 い 面 の 方 が 大 き く な っ て き て し ま っ て い る よ う だ 。 あ

る 程 度 人 数 が い る 学 校 に 通 わ せ た い と い う 声 が 教 育 委 員 会 に

も 届 く よ う に な り ま し た 。 議 会 の 議 決 を い た だ か な け れ ば な

ら な い が 、 区 長 さ ん や Ｐ Ｔ Ａ 関 係 者 、 学 校 関 係 者 を メ ン バ ー

と す る 審 議 会 （ 仮 称 ） を 作 っ て 、 平 成 21 年 度 中 に は あ る 程 度

の 結 論 を 出 し た い と 考 え て い ま す 。 地 区 別 懇 談 会 だ け で は な

く 、 電 話 や Ｐ Ｔ Ａ の 会 議 な ど で も 同 様 の 意 見 を い た だ い て い

ま す 。 な る べ く 早 く 結 論 を 出 し て 、 そ れ に 基 づ い て 対 応 し た

い と 思 い ま す 。

学 校 の 統 廃 合 に つ い て

市 民 ： ア プ ト の 道 周 辺 へ の も み じ の 植 樹 は 市 に と っ て 非 常 に

い い 活 性 化 に な る と 思 う 。 が ん ば っ て 続 け て ほ し い 。

市 長 ： 唱 歌 「 も み じ 」 は 碓 氷 峠 の 紅 葉 の 美 し さ に 感 動 し て 作

ら れ た と い わ れ て い る が 、 歌 は 全 国 の 人 が 知 っ て い る が 、 あ

の 歌 は ほ と ん ど の 人 が 知 っ て い る が 、 ど こ で 誕 生 し た の か を

知 る 人 は 多 く あ り ま せ ん 。 唱 歌 「 も み じ 」 誕 生 の 地 に も み じ

の 植 樹 す る こ と で 、 安 中 市 を 全 国 に 発 信 し て い き た い と 思 う 。

ま ず は 鉄 道 文 化 む ら か ら 熊 ノ 平 ま で の 区 間 で 植 樹 を 行 い 、 そ

の 先 に つ い て は 調 査 や 関 係 機 関 と 協 議 し て い き た い と 考 え て

い ま す 。 そ の 他 に も 碓 氷 湖 の 周 辺 へ の 植 樹 も 行 う 予 定 で す 。

市 外 か ら 植 樹 を 手 伝 い た い と の 申 し 入 れ も あ る の で 、 一 生 懸

命 が ん ば り た い と 思 い ま す 。

地 域 活 性 化 に つ い て

　
今
回
紙
面
を
通
じ
て
紹
介
で
き
た
も
の
は
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、
こ
の
他
の
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ
い
て
は
次
頁
以

降
に
質
問
項
目
の
み
で
す
が
、
簡
略
化
し
て
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
市
は
こ
の
地
区
別
懇
談
会
を
通
じ
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
は
で
き
る
限
り
行
政
運
営
に
活
か
せ
る
よ
う
努

力
い
た
し
ま
す
。
平
成
21
年
度
も
地
区
別
懇
談
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
P４
・
５
掲
載
し
た
意
見
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
会
場
で
い
た
だ
い
た
も
の
を
集
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

地
区
別
懇
談
会
概
要
報
告

地
区
別
懇
談
会
概
要
報
告
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●
九
十
九
地
区

2
月
5
日
　
参
加
人
数
：
12
人

○
公
共
交
通
に
つ
い
て

○
確
定
申
告
に
つ
い
て

○
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

○
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
創
作
館
の
備
品
に
つ
い
て

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

○
日
本
経
済
新
聞
の
調
査
に
つ
い
て

○
職
員
の
応
対
に
つ
い
て

○
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
の
誘
致
な
ど
に
関
す
る
市
の
体
制
に
つ
い
て

○
河
川
整
備
に
つ
い
て

○
産
廃
施
設
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
祭
り
に
つ
い
て

○
市
の
催
し
物
の
PR
に
つ
い
て

○
地
域
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

○
エ
コ
ス
ポ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て

●
岩
野
谷
地
区

2
月
17
日
　
参
加
人
数
：
16
人

○
増
田
川
ダ
ム
に
つ
い
て

○
一
中
の
生
徒
指
導
に
つ
い
て

○
消
防
の
サ
イ
レ
ン
に
つ
い
て

○
碓
氷
病
院
に
つ
い
て

○
水
路
の
管
理
に
つ
い
て

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

○
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

○
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て

○
国
道
・
県
道
・
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
産
業
廃
棄
物
施
設
に
つ
い
て

○
ガ
ス
管
埋
設
工
事
に
つ
い
て

○
安
中
高
校
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

○
公
民
館
の
備
品
に
つ
い
て

○
失
業
者
対
策
に
つ
い
て

○
市
営
墓
地
に
つ
い
て

○
公
社
不
祥
事
件
に
つ
い
て

●
磯
部
地
区

2
月
19
日
　
参
加
人
数
：
21
人

○
公
共
施
設
に
つ
い
て

○
床
下
消
毒
機
に
つ
い
て

○
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

○
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
文
化
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

○
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

○
碓
氷
病
院
に
つ
い
て

○
磯
部
駅
の
駐
輪
場
に
つ
い
て

○
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

○
水
路
の
改
修
に
つ
い
て

○
不
法
投
棄
に
つ
い
て

○
市
の
財
政
に
つ
い
て

○
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

○
防
災
無
線
に
つ
い
て

●
安
中
地
区

2
月
13
日
　
参
加
人
数
：
24
人

○
市
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

○
市
営
墓
地
に
つ
い
て

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
代
わ
る
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
つ
い
て

○
郷
土
史
学
習
に
つ
い
て

○
高
齢
者
医
療
対
策
に
つ
い
て

○
通
学
路
に
つ
い
て

○
河
川
整
備
に
つ
い
て

○
増
田
川
ダ
ム
に
つ
い
て

○
安
中
高
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

○
西
毛
広
幹
道
に
つ
い
て

○
農
村
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

○
も
み
じ
の
植
樹
に
つ
い
て

○
小
間
浅
間
山
の
上
の
桜
の
観
光
利
用
に
つ
い
て

○
街
灯
の
設
置
に
つ
い
て

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
波
放
送
へ
の
移
行
に
つ
い
て

○
公
共
施
設
入
口
看
板
の
設
置
に
つ
い
て

○
山
林
伐
採
後
の
広
葉
樹
の
植
樹
に
つ
い
て

○
地
元
を
愛
す
る
心
の
育
成
に
つ
い
て

●
原
市
地
区

2
月
20
日
　
参
加
人
数
：
27
人

○
公
園
に
つ
い
て

○
碓
氷
病
院
に
つ
い
て

○
原
市
団
地
自
由
広
場
に
つ
い
て

○
下
水
道
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
に
つ
い
て

○
増
田
川
ダ
ム
に
つ
い
て

○
二
中
の
バ
ス
停
に
つ
い
て

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

○
地
区
別
懇
談
会
に
つ
い
て

○
会
計
検
査
院
研
修
所
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

○
今
後
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

○
溜
池
に
つ
い
て

○
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

○
県
道
・
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
区
の
現
状
に
つ
い
て

●
板
鼻
地
区

2
月
16
日
　
参
加
人
数
：
13
人

○
来
年
度
予
算
に
つ
い
て

○
群
馬
八
幡
駅
と
安
中
駅
の
中
間
駅
に
つ
い
て

○
非
行
防
止
対
策
に
つ
い
て

○
恵
み
の
湯
・
峠
の
湯
の
高
齢
者
の
無
料
化
に
つ
い
て

○
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

○
児
童
・
生
徒
の
通
学
に
つ
い
て

○
確
定
申
告
に
つ
い
て

○
区
の
統
合
な
ど
に
つ
い
て

○
碓
氷
病
院
に
つ
い
て

○
子
ど
も
の
安
全
推
進
の
家
に
つ
い
て

○
校
庭
の
強
風
対
策
に
つ
い
て

○
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

●
東
横
野
地
区

2
月
18
日
　
参
加
人
数
：
26
人

○
不
法
投
棄
の
処
理
に
つ
い
て

○
猫
沢
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て

○
道
普
請
へ
の
市
か
ら
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

○
県
道
・
市
道
・
農
道
整
備
に
つ
い
て

○
横
野
平
工
業
団
地
に
つ
い
て

○
農
村
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

○
崇
台
山
へ
の
登
山
道
に
つ
い
て

○
案
内
看
板
の
設
置
に
つ
い
て

○
学
習
の
森
に
つ
い
て

○
碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
に
つ
い
て

○
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

○
公
社
の
定
款
に
つ
い
て

○
安
中
観
光
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

○
福
祉
医
療
費
の
拡
充
に
つ
い
て

○
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

○
防
災
無
線
に
つ
い
て

○
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

○
違
法
駐
車
に
つ
い
て

●
松
井
田
地
区

2
月
6
日
　
参
加
人
数
：
11
人

○
地
区
公
民
館
に
つ
い
て

○
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

○
公
共
下
水
道
に
つ
い
て

○
小
学
校
・
中
学
校
の
避
難
所
の
看
板
に

つ
い
て

○
福
祉
医
療
費
の
拡
充
に
つ
い
て

○
中
学
生
の
海
外
派
遣
に
つ
い
て

○
学
校
教
育
に
つ
い
て

○
地
区
別
懇
談
会
に
つ
い
て

○
松
井
田
妙
義
IC
付
近
の
土
地
活
用
に
つ

い
て

○
確
定
申
告
に
つ
い
て

○
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

○
道
路
の
里
親
制
度
に
つ
い
て

○
1
市
2
制
度
に
つ
い
て

●
西
横
野
地
区

2
月
9
日
　
参
加
人
数
：
10
人

○
県
道
整
備
に
つ
い
て

○
ト
ロ
ッ
コ
の
延
伸
に
つ
い
て

○
通
学
路
の
防
犯
灯
に
つ
い
て

○
地
区
懇
談
会
に
つ
い
て

○
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

○
森
林
管
理
署
跡
地
に
つ
い
て

○
も
み
じ
の
植
樹
に
つ
い
て

○
安
中
市
の
将
来
に
つ
い
て

○
大
見
山
工
業
団
地
に
つ
い
て

●
後
閑
地
区

2
月
10
日
　
参
加
人
数
：
17
人

○
市
道
・
林
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

○
地
域
振
興
に
つ
い
て

○
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

○
ス
マ
ー
ト
IC
に
つ
い
て

○
市
営
墓
地
に
つ
い
て

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

○
学
校
教
育
に
つ
い
て

●
秋
間
地
区

2
月
12
日
　
参
加
人
数
：
14
人

○
県
道
の
草
刈
に
つ
い
て

○
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

○
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

○
JA
秋
間
支
所
の
活
用
に
つ
い
て

○
駅
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
波
放
送
へ
の
移
行
に
つ

い
て

○
夜
間
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
騒
音
に
つ
い
て

○
安
中
榛
名
駅
前
の
開
発
に
つ
い
て

○
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

○
碓
氷
病
院
に
つ
い
て

○
後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助

に
つ
い
て

○
産
業
廃
棄
物
処
分
場
に
つ
い
て

○
住
み
続
け
た
い
ま
ち
2
位
の
要
因
に
つ

い
て

●
坂
本
地
区

1
月
30
日
　
参
加
人
数
：
23
人

○
鉄
製
の
水
道
管
の
交
換
に
つ
い
て

○
県
道
・
市
道
・
農
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
訪
問
事
業
に
つ
い
て

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

○
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

○
地
域
団
体
へ
の
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て

○
原
地
区
の
消
防
小
屋
に
つ
い
て

○
ス
マ
ー
ト
IC
に
つ
い
て

○
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て

○
ア
プ
ト
の
道
を
通
行
す
る
自
転
車
な
ど
へ
の
対
策

に
つ
い
て

○
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

○
ト
ロ
ッ
コ
の
延
伸
に
つ
い
て

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
波
放
送
へ
の
移
行
に
つ
い
て

臼
井
地
区

2
月
2
日
　
参
加
人
数
：
15
人

○
碓
氷
関
所
跡
に
つ
い
て

○
碓
氷
川
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て

○
帝
国
石
油
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

○
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
に
つ
い
て

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
波
放
送
へ
の
移
行
に
つ
い
て

○
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
に
つ
い
て

○
職
員
の
応
対
に
つ
い
て

○
中
木
ダ
ム
に
つ
い
て

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

○
市
の
名
物
に
つ
い
て

○
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

○
養
蚕
の
計
画
に
つ
い
て

●
細
野
地
区

2
月
3
日
　
参
加
人
数
：
12
人

○
均
一
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

○
敬
老
祝
い
金
に
つ
い
て

○
企
業
誘
致
に
つ
い
て

○
県
道
・
市
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
市
H
P・
広
報
紙
に
つ
い
て

○
ア
プ
ト
の
道
に
つ
い
て

○
増
田
川
ダ
ム
に
つ
い
て

○
松
井
田
の
交
通
安
全
協
会
の
移
動
に
つ
い
て

○
来
年
度
予
算
に
つ
い
て

○
碓
氷
病
院
に
つ
い
て

○
学
校
の
統
廃
合
と
災
害
時
の
避
難
所
に
つ
い
て

○
学
校
施
設
活
用
に
つ
い
て

○
空
家
の
対
策
に
つ
い
て

○
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設
に
つ
い
て

○
河
川
の
堆
積
土
に
つ
い
て

○
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

地
区
別
懇
談
会
概
要
報
告

地
区
別
懇
談
会
概
要
報
告



８広報あんなか　２００９年４月号

65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
の
納
税
方
法
が
変
わ
り
ま
す

〜
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
〜

◎
ど
の
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
の
？

　

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
な
ど
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

※

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
か
ら
は
特
別
徴
収
さ
れ
ま
せ
ん

◎
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
税
額
は
？

　

前
年
中
に
受
給
し
た
公
的
年
金
な
ど
（
厚
生
年
金･

共
済
年
金

な
ど
）に
か
か
る
所
得
額
に
応
じ
た
税
額
で
す
。

※

前
年
中
に
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
場
合…

　

公
的
年
金
な
ど
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
所
得

に
か
か
る
税
額
は
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
ず
に
、
従
来

の
方
法
で
別
途
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

※

前
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
の
例…

◎
特
別
徴
収
イ
メ
ー
ジ（
下
図
参
照
）

　

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
が
始
ま
る
の
は
、
平
成
21
年
10
月

支
給
分
の
年
金
か
ら
で
す
。こ
の
た
め
、
21
年
度
は
、
公
的
年
金

な
ど
に
か
か
る
税
額（
以
下「
対
象
税
額
」と
い
う
）の
半
分
を
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

公
的
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
の
納
税
の
便
宜
を
図
る
観
点
な
ど

か
ら
、
平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金
よ
り
個
人
住
民
税
に
公

的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

◎
ど
う
変
わ
る
の
？

　

個
人
住
民
税
の
納
税
方
法
が
、次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

平
成
21
年
10
月
か
ら

　

納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
へ
出
向
い
た
り
、
現
金
を
用
意
す

る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

※

特
別
徴
収
開
始
に
よ
っ
て
新
た
に
税
負
担
が
生
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん

◎
対
象
と
な
る
人
は
？

　

原
則
と
し
て
、平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
で
、次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
人
が
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

個
人
住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
は
、
特
別
徴
収
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

①
年
齢
が
65
歳
以
上
の
人

②
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

③
前
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
、
21
年
度
に
個
人
住
民

税
が
課
税
さ
れ
る
人

④
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人

問
合
せ
▼

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

支
所
住
民
税
務
課
税
務
収
納
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

⬇

納
付
書
・
口
座
振
替
に

よ
る
納
税（
普
通
徴
収
）

公
的
年
金
か
ら
の
差
し

引
き（
特
別
徴
収
）

そ
の
年
度
の
個
人
住
民
税
額

（
①
＋
②
＋
③
）

①
給
与
所
得
に
係
る
税
額

②
公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
税
額

③
不
動
産
所
得
に
か
か
る

税
額

納
税
方
法

給
与
か
ら
差
し
引
き

（
ま
た
は
納
付
書
・
口
座
振
替
）

公
的
年
金
か
ら
差
引
き

納
付
書
・
口
座
振
替

（
ま
た
は
給
与
か
ら
差
し
引
き
）

●「公的年金から特別徴収される税額」および「納付書などによ
りお支払いいただく税額」などについては、６月中に市から送
付される通知に記載されますので、詳しくはそちらをご覧く
ださい。
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平成２０年度

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金
　　　　　　　　　　　　　実績報告

　

昨
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
行
わ
れ
た「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
」
と
年
末
に
行
わ
れ
た
「
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
」運
動
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
法
人
・
学
校
・
職
域
な
ど
で
多
く
の
人

た
ち
か
ら
、
２
つ
の
募
金
に
合
わ
せ
て
１
，
３
２

１
万
７
２
３
円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
県
内
の

民
間
福
祉
施
設
や
市
内
の
生
活
に
お
困
り
の
家

庭
な
ど
に
贈
ら
れ
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、そ
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

本
庁
福
祉
課
社
会
福
祉
係
・
支
所
保
健
福
祉
課

福
祉
子
ど
も
係（
☎
３
８
２

－
１
１
１
１
）

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
３
８
２

－

８
３
９
７
）

赤い羽根共同募金

安 　 中

原 　 市

磯 　 部

東 横 野

岩 野 谷

板 　 鼻

秋 　 間

後 　 閑

松 井 田

臼 　 井

坂 　 本

西 横 野

九 十 九

細 　 野

859,300

969,750

480,000

292,750

233,750

352,300

289,950

175,000

286,500

155,750

87,250

448,000

128,500

163,500

実績額（円）地　　区

法人

小・中・高等学校

その他

2,040,346

239,345

250,841

実績額（円）区　　分

歳末たすけあい募金

安 　 中

原 　 市

磯 　 部

東 横 野

岩 野 谷

板 　 鼻

秋 　 間

後 　 閑

松 井 田

臼 　 井

坂 　 本

西 横 野

九 十 九

細 　 野

740,095 

777,470 

385,600 

233,600 

187,200 

285,800 

232,000 

140,200 

231,800 

123,200 

69,000 

350,300 

95,600 

130,800 

実績額（円）地　　区

法人・職域・団体

個人

270,427 

1,504,799 

実績額（円）区　　分



１０広報あんなか　２００９年４月号

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
度
の
保
険
料
は
４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
20
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

　

平
成
21
年
２
月
分
の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
平
成
21
年
３
月
31
日
、
平
成
21
年
３
月
分
の
保
険
料
の
納
付
期

限
は
平
成
21
年
４
月
30
日
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
に
な
っ
た
り
、年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、

あ
る
い
は
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
て
い
る
人
は
、４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※

保
険
料
の
納
付
は
、口
座
振
替
の「
早
割
」が
お
得
で
便
利
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
一
部
ま
た
は
全
額
免
除

さ
れ
る「
保
険
料
免
除
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
と
は
、申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職（
失
業
）の
事
実
が
あ
る
場
合
、通
常
で
あ
れ

ば
免
除
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

※

配
偶
者
・
世
帯
主
に
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す

※

特
例
免
除
は
、配
偶
者
・
世
帯
主
が
退
職（
失
業
）し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す

○
手
続
方
法

　

次
の
も
の
を
持
参
し
て
、市
役
所
本
庁
・
支
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
ま
た
は
、高
崎
社
会
保
険
事
務
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の　
・
認
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

・
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
な
ど
）

第
３
号
被
保
険
者
は

配
偶
者
の
転
職
や
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
も

届
け
出
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
の
「
第
３
号
被
保
険
者
」（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
）は
、
本
人
が
就
職
し
た
と
き
だ
け
で
な
く
配
偶
者
が

転
職
・
退
職
し
た
と
き
な
ど
に
も
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ‥

‥

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

○
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
（
退
職
し
た
翌
日
に
再
就
職
し
た

と
き
）

　
（
３
号
の
種
別
確
認‥

‥

転
職
後
の
勤
務
先
事
業
所
か
ら
社

会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出
）

○
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ‥

‥

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

○
本
人
の
収
入
増
、離
婚
な
ど
に
よ
り
、配
偶
者
の
扶
養
で
な
く

な
っ
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ‥

‥

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

○
配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ‥

‥

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
社
会
保
険
事
務
所（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）



松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP18をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP18をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

４月の催し物ガイド

ホール
橋本正枝カラオケ発表会
5日（日）10:00 ～17:00　入場：無料
問合せ：橋本正枝カラオケ教室（☎385-8507）
静塔会発表会
12日（日）10:30 ～16:30　入場：無料
問合せ：静塔会（☎381-1321）
安中クラシックバレエ発表会
19日（日）15:00 ～18:00　入場：無料
問合せ：安中クラシックバレエ研究所
（高橋）（☎382-7210）
西毛恵謡会
26日（日）9:30 ～16:30　入場：無料
問合せ：西毛恵謡会（☎381-1056）

学習室
市民の茶席（江戸千家）
18日（土）10:00 ～15:00
会場：和室（2階）　入場：無料
図書読み聞かせ
25日（土）14:00 ～15:00
会場：和室（2階）　入場：無料

４月の催し物ガイド

大ホール
ピアノ・エレクトーン発表会
4 日 ( 土 )　13:30 ～
主催：MELODY の会　入場：無料

小ホール
東中スプリングコンサート
12 日 ( 日 )　14:00 ～（13:30 開場）
主催：松井田東中学校吹奏楽部
入場：無料
俳句大会
26 日 ( 日 )13:00 ～ 16:00
主催：松井田橡の会
入場：無料

ギャラリー
第 34回春季展
10 ～ 12 日 ( 金～日 )　9:00 ～ 17:00
※12 日は 15:00 まで
主催：松井田美術クラブ
入場：無料

●今月のピックアップ

松井田東中学校スプリングコンサート

●今月のピックアップ

平成 21 年度市民の茶席

日
程
表

※

11
月
は
市
民
展
と
２
月
は
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
時

開
催
で
す

　

伝
統
文
化
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

触
れ
て
い
た
だ
く
一
環
と
し
て
、

西
毛
茶
道
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

「
市
民
の
茶
席
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
茶
道
未
経
験
の
人
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
茶
室

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

参
加
費
▼
無
料

※

事
前
申
込
不
要

※

開
催
日
時
は
、「
お
知
ら
せ
版
」

に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い

月４６８1011　 12２

日1820221721221913

曜
日土土土土土日土土

流　
　

派

江
戸
千
家

表
千
家
流

煎
茶
道
東
阿
部
流

表
千
家
流

江
戸
千
家

煎
茶
道
東
阿
部
流

大
日
本
茶
道
学
会

表
千
家
流

曲
目
▼
ア
ル
ヴ
ァ
マ
ー
序
曲

　
　
　

チ
ェ
リ
ー（
ス
ピ
ッ
ツ
）

　
　
　

宝
島（
ザ
・
ス
ク
ェ
ア
）

　
　
　

３
年
生
に
よ
る
独
奏　

ほ
か

主
催
▼
松
井
田
東
中
学
校
吹
奏
楽

部
・
同
部
保
護
者
会

問
合
せ
▼
松
井
田
東
中
学
校

（
☎
３
９
３

－

１
１
２
２　

担
当
：

瀬
間
）

　

松
井
田
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
で

は
皆
さ
ん
に
よ
り
音
楽
に
親
し
ん

で
も
ら
う
た
め
に
コ
ン
サ
ー
ト
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。皆
さ

ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
４
月
12
日（
日
）

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

場
所
▼
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料



国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
20
年
度
の
保
険
料
は
４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
20
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

　

平
成
21
年
２
月
分
の
保
険
料
の
納
付
期
限
は
平
成
21
年
３
月
31
日
、
平
成
21
年
３
月
分
の
保
険
料
の
納
付
期

限
は
平
成
21
年
４
月
30
日
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額
に
な
っ
た
り
、年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、

あ
る
い
は
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
て
い
る
人
は
、４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※

保
険
料
の
納
付
は
、口
座
振
替
の「
早
割
」が
お
得
で
便
利
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
が
あ
り
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
一
部
ま
た
は
全
額
免
除

さ
れ
る「
保
険
料
免
除
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
と
は
、申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職（
失
業
）の
事
実
が
あ
る
場
合
、通
常
で
あ
れ

ば
免
除
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
、保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

※

配
偶
者
・
世
帯
主
に
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
保
険
料
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す

※

特
例
免
除
は
、配
偶
者
・
世
帯
主
が
退
職（
失
業
）し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す

○
手
続
方
法

　

次
の
も
の
を
持
参
し
て
、市
役
所
本
庁
・
支
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
ま
た
は
、高
崎
社
会
保
険
事
務
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の　
・
認
印（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

・
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
な
ど
）

第
３
号
被
保
険
者
は

配
偶
者
の
転
職
や
退
職
な
ど
に
よ
っ
て
も

届
け
出
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
の
「
第
３
号
被
保
険
者
」（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
人
）は
、
本
人
が
就
職
し
た
と
き
だ
け
で
な
く
配
偶
者
が

転
職
・
退
職
し
た
と
き
な
ど
に
も
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ‥

‥

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

○
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
（
退
職
し
た
翌
日
に
再
就
職
し
た

と
き
）

　
（
３
号
の
種
別
確
認‥

‥

転
職
後
の
勤
務
先
事
業
所
か
ら
社

会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出
）

○
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ‥

‥

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

○
本
人
の
収
入
増
、離
婚
な
ど
に
よ
り
、配
偶
者
の
扶
養
で
な
く

な
っ
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ‥

‥

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

○
配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ
た
と
き

　
（
３
号
か
ら
１
号
へ‥

‥

本
人
が
市
役
所
へ
届
け
出
）

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
社
会
保
険
事
務
所（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）
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渡
辺
多
満
の
生
涯

　
　
　
　
　
　

学
習
の
森
文
化
財
係

　

渡
辺
多
満
（
わ
た
な
べ
・
た
ま
）
の
名
前
を
聞
い
て

す
ぐ
に
ど
の
よ
う
な
人
物
か
答
え
ら
れ
る
人
は
本
市

に
は
、
少
な
い
と
思
い
ま
す
。多
満
は
、
安
政
５
年（
１

８
５
８
）
松
井
田
町
松
井
田
の
商
家
大
河
原
家
に
父
太

右
衛
門
、
母
い
わ（
安
中
の
中
村
家
よ
り
嫁
ぐ
）の
次
女

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。大
河
原
家
は
、
塩
物
問
屋
を

営
ん
で
お
り
、
商
売
の
関
係
で
江
戸
の
豪
商
明
石
家

（
渡
辺
家
）
と
交
流
が
あ
り
太
右
衛
門
の
兄
新
次
郎
は

明
石
家
の
当
主
に
見
込
ま
れ
て
入
り
婿
と
な
り
、
八
代

目
渡
辺
治
右
衛
門
を
名
乗
り
ま
し
た
。明
治
５
年
15
才

の
と
き
多
満
は
こ
の
伯
父
に
請
わ
れ
て
い
っ
た
ん
東

京
の
渡
辺
家
（
明
石
家
）
の
養
女
と
な
り
ま
す
が
翌
年

従
兄
に
あ
た
る
渡
辺
福
三
郎
（
昭
和
の
金
融
恐
慌
の
引

き
金
と
な
っ
た
渡
辺
銀
行
を
経
営
し
た
東
京
の
渡
辺

家
か
ら
分
家
し
た
横
浜
の
渡
辺
家
を
継
ぐ
）
と
結
婚
し

ま
し
た
。横
浜
の
代
表
的
実
業
家
で
あ
る
夫
を
支
え
る

一
方
で
慈
善
事
業
に
力
を
注
ぎ
、
横
浜
婦
人
慈
善
病
院

に
伝
染
病
患
者
収
容
所
を
寄
贈
し
た
の
を
は
じ
め
、
閉

園
移
転
を
迫
ら
れ
た
孤
児
院
（
暁
星
学
園
横
浜
分
園
）

が
再
出
発
す
る
際
に
助
力
、
の
ち
院
長
に
就
任
。明
治

41
年
、日
本
初
の
女
子
夜
学
校
、横
浜
女
子
商
業
補
習

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

平成 20 年度「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

稲塚崇人
（松井田東中１年）

学
校
（
現
在
の
横
浜
山
手
女
子
学
園
）
の
設
立
に
関
わ

り
、
数
年
後
廃
校
の
危
機
に
際
し
て
設
立
者
代
表
に
就

任
す
る
な
ど
明
治
期
に
お
け
る
横
浜
の
社
会
事
業
の

基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
な
つ
か
し
い
故
郷
松
井
田
の
社
寺
に
は
様
々

な
寄
進
を
し
ま
し
た
。昭
和
33
年
横
浜
開
港
百
周
年
の

記
念
式
典
で
開
港
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ
れ
た
故
人

31
人
中
唯
一
の
女
性
で
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に

多
く
の
業
績
を
残
し
た
多
満
で
し
た
が
、
な
ぜ
人
々
に

知
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、

多
満
は
売
名
を
嫌
い
陰
徳
（
隠
れ
て
善
行
を
行
う
こ

と
）
を
心
が
け
て
い
た
た
め
で
し
た
。こ
の
度
多
満
の

陰
徳
の
精
神
に
共
感
し
た
横
浜
市
の
鈴
木
隆
氏
が
20

年
以
上
も
の
歳
月
を
か
け
丹
念
に
資
料
を
収
集
し
伝

記
「
渡
辺
多
満
の
生
涯
」
を
出
版
さ
れ
そ
の
業
績
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

多満と夫福三郎
（鈴木隆著「渡辺多満の生涯」より転載）

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

生
涯
学
習
施
設　

竹
細
工
教
室

ふ
る
さ
と
学
習
館　

春
季
・
夏
季
企
画
展

「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
文
化
」

　
「
学
習
の
森
」
生
涯
学
習
施
設
で
は
、
竹
細
工
教
室
を
開
催
し

ま
す
の
で
、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
４
月
19
・
26
日
、
５
月
10
・
17
・
31
日　

各
回
と
も
日

曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼「
学
習
の
森
」生
涯
学
習
施
設　

創
作
工
房（
４
）

講
師
▼
磯
貝　

晴
之　

先
生
（
竹
の

会
代
表
）

定
員
▼
12
名

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
し
、

当
選
者
の
み
に
通
知

内
容
▼
写
真
の
よ
う
な
竹
細
工
の

作
成

（
蛇
籠
形
花
籠
・
亀
の
子
し
ょ
う
ぎ
）

参
加
費
▼
無
料

※

材
料
費
は
自
己
負
担 

申
込
み
・
問
合
せ
▼
４
月
12
日（
日
）

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は「
学
習
の
森
」

ふ
る
さ
と
学
習
館
受
付
へ
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
４
月
29
日
（
祝
）
〜
８
月
30

日（
日
）

観
覧
料
▼
一
般
１
０
０
円
・
団
体

（
20
人
以
上
）
80
円
・
高
校
生
以
下

無
料　

※

常
設
展
示
も
一
緒
に
観
覧
で
き

ま
す

講
演
会
▼
５
月
・
６
月
に
各
１
回

開
催

※

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す



１４
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
４
月
号

１５
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

　
３
月
１
日
（
日
）
に
松
井
田
小
学
校
体
育
館
で
松
井
田
地

区
児
童
・
生
徒
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
５
０
０
点

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

松
井
田
地
区
児
童
・
生
徒
作
品
展

み
ど
り
の
景
観
賞
が
決
定

　
市
が
募
集
し
た
「
安
中
市
み
ど
り
の
景
観
賞
」
の
表
彰
式

が
、
３
月
２
日（
月
）に
行
わ
れ
、
２
作
品
の
所
有
者
・
設
計

者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
景
観
賞
は
市
内
の
都
市
景

観
を
考
慮
し
た
建
造
物
や
街
並
み
、
環
境
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
な
ど
に
対
し
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。ま
た
、

今
年
も
景
観
賞
を
募
集
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。受
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
、写
真
は
受
賞
者
、選
考
委
員
、市
長
）

早
春
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
３
月
４
日
（
水
）
か
ら
８
日
（
日
）
に
か
け
て
安
中
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
展
示
発
表
と
舞
台
発
表
あ
わ
せ
て
２
８
団
体
・
約

２
，
２
０
０
人
が
参
加
し
て
、
第
７
回
安
中
市
文
化
協
会
早
春

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

消
防
パ
レ
ー
ド

　
安
中
市
消
防
団
と
安
中
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
安
中
消
防

署
が
３
月
１
日
（
日
）
に
春
季
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
て
、

防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
に
は
約
２
５
０
人
が
参
加
、
全
分
団
の
消
防
車

両
な
ど
に
分
乗
し
、
市
内
全
域
を
回
り
、
火
災
予
防
を
訴
え

ま
し
た
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
２
月
１
６
日
（
月
）
に
中
島
精
山
さ
ん
（
原
市
三
丁
目
）
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
、
お
祝
い
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

冬
の
風
物
詩
　
上
毛
か
る
た

　
１
月
２
５
日
（
日
）、
第
一
中
学
校
で
第
３
回
安
中
市
上
毛

か
る
た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。各
地
区
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
選
手
が
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。
　
種
目
別
優
勝
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

　
ま
た
、
２
月
８
日
（
日
）
に
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

ぐ
ん
ま
武
道
館（
前
橋
市
）で
第
６
２
回
上
毛
か
る
た
競
技
県

大
会
が
行
わ
れ
、
市
の
代
表
と
な
っ
た
選
手
の
皆
さ
ん
が
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
見
事
に
入
賞
し
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認

　
２
月
２
６
日
（
木
）
に
磯
部
小
学
校
の
６
年
生
が
参
加
し
、

坂
道
を
利
用
し
た
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
な
る
と
、
自
転
車
通
学
を
始
め
る
児
童
た
ち
は

警
察
官
や
先
生
の
説
明
を
真
剣
に
聞
い
て
、
安
全
な
自
転
車

の
乗
り
方
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

AN
NA
KA

AN
NA
KA

い
ろろ
い
ろろ

ろ
ろ

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

団
体

個
人

3・
4
年

5・
6
年

団
体
個
人
団
体
個
人

西
上
秋
間
子
ど
も
会
（
秋
間
）

矢
野
泰
生
（
臼
井
子
ど
も
会
）

九
十
九
子
ど
も
会
（
九
十
九
）

小
林
咲
月
（
九
十
九
子
ど
も
会
）

新
邸
子
ど
も
会
（
安
中
）

多
胡
晴
香
（
下
の
尻
子
ど
も
会
）

【
小
学
生
の
部
】

【
中
学
生
の
部
】

5・
6
年
個
人

小
林
咲
月（
九
十
九
子
ど
も
会
）

優
勝

優
勝

準優
勝

【
小
学
生
の
部
】

団
体

個
人

新
邸
子
ど
も
会
（
安
中
）

粂
原
三
奈
代
・
清
水
将
伍
・
阪

本
哲
郎
・
田
中
亮
太
郎

多
胡
晴
香（
下
の
尻
子
ど
も
会
）

【
中
学
生
の
部
】

名
　
　
称

岡
田
邸

場
　
所

下
秋
間

所
有
者

岡
田
光
弘

所
有
者
の
部

名
　
　
称

安
中
教
会
納
骨
堂

場
　
所

安
　
中

三
丁
目

所
有
者

半
田
雅
俊
設
計

事
務
所

設
計
者
の
部
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市
民

　 県 労 働 委 員 会 で は 、 労 働 者 個

人 と 事 業 主 の 、 労 働 条 件 な ど に

関 す る ト ラ ブ ル （ 個 別 的 労 使 紛

争 ） を 解 決 す る た め の 支 援 を

行 っ て い ま す 。

　 公 益 委 員 ・ 労 働 者 委 員 ・ 使 用

者 委 員 の 三 者 が 、 公 正 、 中 立 な

立 場 か ら 両 者 の 間 を 調 整 し て 、

話 し 合 い に よ る 解 決 を 目 指 し ま

す 。 お 困 り の こ と が あ り ま し た

ら 、 ご 相 談 く だ さ い 。

対 象 者 ▼ 県 内 に あ る 事 業 所 の 労

働 者 ・ 事 業 主

費 用 ▼ 無 料

対 象 事 案 ▼ 解 雇 ・ 雇 止 め な ど 労

働 問 題 に 関 す る 紛 争

申 請 方 法 ▼ 所 定 の 申 請 用 紙

申 請 用 紙 配 布 場 所 ・ 相 談 先 ・ 問

合 せ ▼

県 高 崎 行 政 事 務 所

（ 高 崎 市 台 町　 ☎ ３ ２ ２

－

４ ６

８ １ ）

県 労 働 委 員 会 事 務 局

（ 前 橋 市 大 手 町　 ☎ ０ ２ ７

－

２

２ ６

－

２ ７ ８ ３ ）

労 働 者 個 人 と 事 業 主 と の 間 の

ト ラ ブ ル を 調 整 し ま す

　 自 衛 隊 で は 次 の と お り 幹 部 候

補 生 ・ 一 般 曹 候 補 生 を 募 集 し ま

す 。 応 募 要 綱 は 、 自 衛 隊 高 崎 地

域 事 務 所 ま た は ホ ー ム ペ ー ジ か

ら 入 手 で き ま す 。

○ 幹 部 候 補 生

受 験 資 格 ▼ 20 〜 26 歳 未 満 の 人

※ 平 成 22 年 ４ 月 １ 日 現 在　

受 付 期 間 ▼ ４ 月 １ 日 （ 水 ） 〜 ５

月 12 日 （ 火 ）

試 験 日 ▼

５ 月 16 日 （ 土 ） ・ 17 日 （ 日 ）

※ 17 日 は 飛 行 要 員 の み

○ 一 般 曹 候 補 生

受 験 資 格 ▼ 18 〜 27 歳 未 満 の 人

※ 平 成 22 年 ４ 月 １ 日 現 在　

受 付 期 間 ▼ ４ 月 １ 日 （ 水 ） 〜 ５

月 12 日 （ 火 ）

試 験 日 ▼ ５ 月 中 旬

問 合 せ ▼ 自 衛 隊 高 崎 地 域 事 務 所

（ ☎ ３ ２ ６
－

１ ７ ６ １ ）

Ｕ Ｒ Ｌ　 http://www.mod.go.jp/
pco/gunma/index.html

自 衛 官 募 集

市
民

IN
FO
RM
AT
IO
N

市
民

IN
FO
RM
AT
IO
N

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

ht
tp
://
w
w
w
.c
it
y.
an
na
ka
.g
un
m
a.
jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

ko
uh
ou
2@
de
s.
ci
ty
.a
nn
ak
a.
gu
nm
a.
jp

〒
37
9-
01
92
　安
中
市
安
中
一
丁
目
23
-1
3


38
2－
11
11
　Ｆ
Ａ
Ｘ
38
1－
05
03

市
役
所

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

　 公 立 碓 氷 病 院 で は 平 成 21 年 ４ 月 か ら 整 形 外 科 お よ び 眼 科

の 常 勤 医 師 が 不 在 と な る た め 、 診 療 科 目 ・ 時 間 な ど が 変 更

に な り ま す 。

　 な お 、 整 形 外 科 関 係 の 手 術 対 応 に つ い て は 、 国 立 高 崎 病

院 お よ び 公 立 富 岡 総 合 病 院 と の 協 力 体 制 が 整 っ て い ま す が 、

入 院 が 必 要 な 症 例 に 関 し て は 、 受 け 入 れ が で き な い 場 合 も

あ り ま す の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

整 形 外 科 ・ 眼 科 の 外 来 診 療 日 ・ 診 療 時 間

問 合 せ ▼ 公 立 碓 氷 病 院 （ ☎ ３ ８ ５

－

８ ２ ２ １ ）

火 ・ 木 曜 日　 　 　 午 前 ９ 時 〜 11 時 30 分

火 ・ 水 ・ 金 曜 日　 午 前 ９ 時 〜 11 時 30 分

整 形 外 科

眼 科

４ 月 か ら 公 立 碓 氷 病 院 の

　 　 　 診 療 科 目 ・ 時 間 が 変 わ り ま す

　 例 年 、 ３ 月 か ら ４ 月 の 年 度 替 わ り の 時 期 は 、 転 入 ・

転 出 な ど の 住 民 異 動 の 届 出 が 多 く な り 、 窓 口 が 大 変 混

雑 い た し ま す 。

　 そ の た め 、 待 ち 時 間 が 長 く な る こ と が 予 想 さ れ ま す

の で 、 手 続 き の 際 は 時 間 に 余 裕 を も っ て お 出 か け く だ

さ い 。

　 な お 、 証 明 発 行 な ど の 業 務 は 、 次 の と お り 本 庁 市 民

課 で 、 平 日 延 長 窓 口 お よ び 休 日 窓 口 を 開 設 し て い ま す

の で ご 利 用 く だ さ い 。

住 民 異 動 届 出 に つ い て

住 民 異 動 届 出 窓 口

（ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

市 役 所 本 庁

松 井 田 支 所

市 民 課 窓 口 係

住 民 税 務 課 市 民 係

取 り 扱 う 業 務

　 ○ 住 民 票 写 し の 発 行

　 ○ 戸 籍 謄 本 ・ 抄 本 等 の 発 行

　 ○ 印 鑑 証 明 書 の 発 行

　 ○ そ の 他 市 民 課 扱 い の 各 種 証 明 書 の 発 行

平 日 時 間 延 長 窓 口

（ 月 〜 金 曜 日 ）

午 後 ５ 時 15 分 〜 ６ 時

（ 祝 日 ・ 年 末 年 始 は 除 く ）

休 日 窓 口

毎 月 第 １ ・ ３ 日 曜 日

午 前 ８ 時 30 分 〜 正 午 ま で

ぐ 〜 ち ょ き パ ス ポ ー ト を ご 利 用 く だ さ い

　 県 で は 市 町 村 や 地 域 、 企 業 と 協 力 し て 、 子 育 て 家 庭 を 応 援

す る 「 ぐ ん ま ち ょ い 得 キ ッ ズ パ ス ポ ー ト 」 を 配 布 し て い ま す 。

　 ぜ ひ 、 ご 利 用 く だ さ い 。

特 典 内 容 ▼ 商 品 や 料 金 な ど の 割 引 、 粗 品 の プ レ ゼ ン ト な ど

対 象 ▼ 中 学 生 以 下 の 子 ど も や 妊 婦 の い る 家 庭

※ 協 賛 店 舗 は 「 子 育 て 応 援 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 」HP

（http://kodomo.pref.gunma.jp ） ま た は 市 HP か ら 検 索 で き ま

す
問 合 せ ▼ 市 本 庁 子 ど も 課 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

毎
年
４
月
1
0
日
・
９
月
3
0
日
は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

　
毎
年
、
国
民
の
１
０
０
人
に
１
人
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
傷
す
る

と
い
う
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
求
め
る

声
は
依
然
と
し
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
記
録
の
残
る
昭
和
43
年
以
降
、
毎
日
、
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
交
通
安
全

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
識
を
高
め
る
た
め
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
、交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
交
通
安
全
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

群
馬
県
警
察
・
安
中
警
察
署
・
松
井
田
警
察
署

振
り
込
む
前
に
、
電
話
で
相
談
を
!!

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
24
時
間
受
付
）

（
☎
０
２
７
－
２
２
４
－
５
４
５
４
）

安
中
警
察
署
（
☎
３
８
１
－
０
１
１
０
）

松
井
田
警
察
署
（
☎
３
９
３
－
０
１
１
０
）

ま
た
は
近
く
の
駐
在
所
へ

「 オ レ オ レ 詐 欺 」「 オ レ オ レ 詐 欺 」 に 注 意 し ま し ょ うに 注 意 し ま し ょ う「 オ レ オ レ 詐 欺 」「 オ レ オ レ 詐 欺 」 に 注 意 し ま し ょ うに 注 意 し ま し ょ う「 オ レ オ レ 詐 欺 」 に 注 意 し ま し ょ う

　 息 子 や 孫 、 お い を 装 っ て 現 金 を だ ま し 取 る オ レ オ レ 詐 欺 の 被 害 が

後 を 絶 ち ま せ ん 。 昨 年 は １ ３ ９ 件 、 ２ 億 ２ ， ０ ０ ０ 万 円 を 超 え る 被

害 が 発 生 し ま し た 。

　 電 話 は 平 日 の 午 後 ２ 時 頃 ま で に か か っ て く る こ と が 多 く 、 高 齢 の

女 性 が 被 害 に 遭 う ケ ー ス が 目 立 っ て い ま す 。

　 次 の よ う な 連 絡 が あ っ た 場 合 は オ レ オ レ 詐 欺 を 疑 い 、 家 族 や 友 人 、

警 察 署 ま た は 最 寄 の 駐 在 所 に 相 談 し て く だ さ い 。

○ 事 前 に 「 携 帯 電 話 の 番 号 が 変 わ っ た 」 と い う 連 絡 が あ り 、 そ

の 後 、 「 会 社 の 金 を 使 い 込 ん で し ま っ た 」 ・ 「 女 性 関 係 の ト ラ ブ

ル の 解 決 金 が 必 要 」 な ど さ ま ざ ま な 理 由 で 現 金 の 振 り 込 み を

依 頼 さ れ た

○ 振 込 先 と し て 本 人 以 外 の 個 人 口 座 を 指 定 さ れ た

○ 銀 行 で の 振 り 込 み 時 の 対 応 を 細 か く 指 示 さ れ た
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市
民

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
4/
7・
21
　
5/
7

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
4/
14
・
28
　
5/
12
　

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
4/
7・
14
・
11
・
28
　
5/
12
　

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4/
7・
14
・
21
・
27
※・
28
・
30
　
5/
5・
12

文
化
会
館
　
　
　
　
　
4/
6・
13
・
20
・
27
・
30
　
5/
7・
11

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
4/
7・
14
・
21
・
28
　
5/
7・
12

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4/
6・
13
※
・
20
・
27
※
・
30

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5/
7・
8・
11
・
12

学
習
の
森
　
　
　
　
　
4/
4・
14
・
21
・
28
　
5/
7・
8・
11
～
13

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
4/
6・
13
・
20
・
27
　
5/
4・
7・
8・
11
・
12

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動（
～
15
日
）

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
第
10
回
歩
く
健
康
づ
く
り
大
会

　
－
ア
プ
ト
の
道
－

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
五
月
人
形
展

　
五
料
の
茶
屋
本
陣（
～
５
月
24
日
）

日 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜
日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 祝 木

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
市
民
の
茶
席

　
文
化
セ
ン
タ
ー
10
：
00
～
15
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
14
：
00
～
15
：
00

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
農
業
委
員
会
総
会
　
本
庁

　
11
：
00
～

●
学
習
の
森
春
季
企
画
展

　
学
習
の
森（
～
８
月
30
日
）

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
安
政
遠
足
前
夜
祭

●
安
政
遠
足

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

４
月行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

４
月
１
日
→
５
月
１
５
日

５
月

●
行
政
相
談

本
庁
　
4/
2・
16
　
5/
7　
9：
00
～
12
時

支
所
　
4/
6　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
4/
3・
17
　
5/
1・
15
　
受
付
12
時
30
分
～
15
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
年
金
相
談

本
庁
　
3/
26
　
9時
30
分
～
12
時
　
13
時
～
16
時

●
人
権
相
談

本
庁
　
4/
16
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

支
所
　
4/
16
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談
（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
4/
10
　
5/
8　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

　
月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会
　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

松
井
田
交
通
安
全
協
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
13
時
～
16
時

相
  談
  案
  内

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
４
月
１
日
～
５
月
１
５
日
） 　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

38
2-
28
91

38
1-
23
22

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47
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Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

４
月
１
日
→
５
月
１
５
日

健
康
通
信

　
４
・
５
月
は
大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
配
布
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、５
月
か
ら
は
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　
申
込
者
に
対
し
て
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日
時
・
会
場
な

ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す

る
人
は
、
本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

4
月
5・
19
日
（
日
）　
5
月
3
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

５
　
月

４
　
　
　
月
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ふるさと学習館春季・夏季企画展ふるさと学習館春季・夏季企画展ふるさと学習館春季・夏季企画展
「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
文
化
」

「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
文
化
」

「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
文
化
」

「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
文
化
」

　

４
月
29
日
（
祝
）
〜
８
月
30
日
（
日
）

　

安
中
市
内
に
は
数
百
基
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
過

去
20
年
ほ
ど
の
間
に
は
開
発
な
ど
に
よ
り
多
く
の
古
墳
が
発
掘

調
査
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
展
で
は
こ
れ
ら
の
古
墳
か
ら

出
土
し
た
埴
輪
や
遺
物
を
展
示
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
企
画
展
は
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
30
周
年
記

念
展
連
携
事
業
と
し
て
実
施
す
る
た
め
、
開
催
期
間
が
８
月
ま

で
と
な
り
ま
す
。

観
覧
料
▼

一
般
１
０
０
円
・
団
体
（
20
人
以
上
）
80
円
・
高
校
生
以
下
無

料　

※

常
設
展
示
も
一
緒
に
観
覧
で
き
ま
す

講
演
会
▼
５
・
６
月
に
各
１
回
開
催

※

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す

問
合
せ
▼
学
習
の
森
（
☎
３
８
２

－

７
６
２
２
）

「
五
月
人
形
展
」開
催

「
五
月
人
形
展
」開
催
!!!!

「
五
月
人
形
展
」開
催
!!

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
五
料
の
茶
屋
本
陣
を
会
場
に
恒

例
の
五
月
人
形
展
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
江
戸
時
代

か
ら
戦
前
の
五
月
人
形
を
中
心
に
約
５
０
０
体
の
人
形
を

展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
５
日
（
祝
）
に
は
青
葉
の
茶
会
を
開
催
し

ま
す
。
県
指
定
史
跡
の
五
料
茶
屋
本
陣
で
お
茶
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
ご
家
族
で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
五
月
人
形
展

日
時
▼
４
月
14
日
（
火
）
〜
５
月
24
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
▼
五
料
の
茶
屋
本
陣

休
館
日
▼
毎
週
月
曜
日

※

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
平
日
が
休
館

観
覧
料
▼
大
人
２
１
０
円
・
小
人
１
０
０
円

○
青
葉
の
茶
会

日
時
▼
５
月
５
日
（
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

費
用
▼
無
料
（
入
館
料
別
）

問合せ ▼

五月人形展…学習の森（☎３８２－７６２２）
青葉の茶会…文化協会松井田支部（☎３９３－４４０１）

定
額
給
付
金

定
額
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
支
給
さ
れ
ま
す

定
額
給
付
金

申
請
期
限
▼
郵
送
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

申
請
方
法
▼
市
役
所
か
ら
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
を
提
出

給
付
方
法
▼
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
口
座
に
振
り
込
み

申
請
・
問
合
せ
▼
本
庁
企
画
課
定
額
給
付
金
対
策
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

　

生
活
支
援
や
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
国
か
ら
定

額
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
市
か
ら
申
請
書
が
郵
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を

同
封
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
▼
平
成
21
年
２
月
１
日
現
在
、
安
中
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

受
給
権
者
▼
世
帯
主

※

外
国
人
は
各
給
付
対
象
者

給
付
額
▼
１
人
に
つ
き
１
２
，
０
０
０
円

※

65
歳
以
上
ま
た
は
18
歳
以
下
の
人
は
２
０
，
０
０
０

円

が
支
給
さ
れ
ま
す

　
「
広
報
あ
ん
な
か
」
３
月
号
Ｐ
４
で
定
額
給
付
金
の
申

請
に
は
、「
世
帯
主
ご
本
人
の
確
認
の
た
め
の
公
的
身
分

証
明
（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
写
し
）」
が
必
要

と
記
載
し
ま
し
た
が
、
国
の
方
針
の
変
更
に
よ
り
、
必

要
で
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
郵
送
さ

れ
た
申
請
書
と
同
封
の
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


